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射水市子ども・子育て支援事業計画の基本理念について 

 

１ 基本理念についての考え方 

  子ども・子育て支援事業計画の基本理念については、「射水市次世代育成支援行動

計画（後期計画）（計画期間：平成２２～２６年度）の基本理念を基に、「子ども・子

育て支援法」、「教育・保育及び地域子ども・子育て支援事業の提供体制の整備並びに

子ども・子育て支援給付及び地域子ども・子育て支援事業の円滑な実施を確保するた

めの基本的な指針」、射水市少子化対策推進委員会の意見を踏まえて作成することと

する。 

  

２ 支援事業計画への記載の根拠 

 

「教育・保育及び地域子ども・子育て支援事業の提供体制の整備並びに子ども・子育て

支援給付及び地域子ども・子育て支援事業の円滑な実施を確保するための基本的な指針」 

（平成２６年７月２日） 

 

 第三 子ども・子育て支援事業計画の作成に関する事項 

 一 子ども・子育て支援事業計画の作成に関する基本的事項 

 １ 子ども・子育て支援事業計画の作成に関する基本的事項 

   市町村及び都道府県は、法の基本理念及び第一の子ども・子育て支援の意義に関

する事項を踏まえ、子ども・子育て支援事業計画を作成すること。（以下略） 

 

 三 市町村子ども・子育て支援事業計画の作成に関する任意記載事項 

   市町村子ども・子育て支援事業計画において地域の実情に応じて定めることとさ

れた事項は、次に掲げる事項その他別表第四に掲げる事項とする。 

 

 別表第四 市町村子ども・子育て支援事業計画任意記載事項 

事 項 内 容 

一 市町村子ども・子育て

支援事業計画の理念等 

市町村子ども・子育て支援事業計画に係る法令の根

拠、基本理念、目的等を記載すること。 
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○射水市次世代育成支援行動計画（後期計画）  

 

 基本理念 

  本市の次世代育成支援対策の目指す方向性として、次の基本理念を定め、子どもが 

健やかに成長し、安心して子育てができるまちづくりを目指します。 

 

 

 

 

 

 子どもたちの笑顔があふれる都市は、明るい未来につながります。 

 このためには、子育ての楽しさや喜びを実感し、結婚や出産、子育てに夢や希望を 

持てるようにしていくことが大切です。 

 この計画は、子どもを安心して生み育てることができる基盤を整備するとともに、 

子どもが健やかに成長し、幸せに満ちた都市を目指していこうとするものです。 

 

 

○次世代育成支援対策推進法 抜粋 

 

 （基本理念） 

 第三条 次世代育成支援対策は、父母その他の保護者が子育てについての第一義的責

任を有するという基本的認識の下に、家庭その他の場において、子育ての意義につい

ての理解が深められ、かつ、子育てに伴う喜びが実感されるように配慮して行われな

ければならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結ぼう！子育ての輪 親子の笑顔があふれる都市 いみず 

～子どもたちの輝く未来のために～ 
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○子ども・子育て支援法（抜粋） 

(目的) 

第一条 この法律は、我が国における急速な少子化の進行並びに家庭及び地域を取り巻

く環境の変化に鑑み、児童福祉法(昭和二十二年法律第百六十四号)その他の子どもに関

する法律による施策と相まって、子ども・子育て支援給付その他の子ども及び子どもを

養育している者に必要な支援を行い、もって一人一人の子どもが健やかに成長すること

ができる社会の実現に寄与することを目的とする。 

(基本理念) 

第二条 子ども・子育て支援は、父母その他の保護者が子育てについての第一義的責任

を有するという基本的認識の下に、家庭、学校、地域、職域その他の社会のあらゆる分

野における全ての構成員が、各々の役割を果たすとともに、相互に協力して行われなけ

ればならない。 

２ 子ども・子育て支援給付その他の子ども・子育て支援の内容及び水準は、全ての子

どもが健やかに成長するように支援するものであって、良質かつ適切なものでなければ

ならない。 

３ 子ども・子育て支援給付その他の子ども・子育て支援は、地域の実情に応じて、総

合的かつ効率的に提供されるよう配慮して行われなければならない。 

(市町村等の責務) 

第三条 市町村(特別区を含む。以下同じ。)は、この法律の実施に関し、次に掲げる責

務を有する。 

一 子どもの健やかな成長のために適切な環境が等しく確保されるよう、子ども及びそ

の保護者に必要な子ども・子育て支援給付及び地域子ども・子育て支援事業を総合的か

つ計画的に行うこと。 

二 子ども及びその保護者が、確実に子ども・子育て支援給付を受け、及び地域子ども・

子育て支援事業その他の子ども・子育て支援を円滑に利用するために必要な援助を行う

とともに、関係機関との連絡調整その他の便宜の提供を行うこと。 

三 子ども及びその保護者が置かれている環境に応じて、子どもの保護者の選択に基づ

き、多様な施設又は事業者から、良質かつ適切な教育及び保育その他の子ども・子育て

支援が総合的かつ効率的に提供されるよう、その提供体制を確保すること。 
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